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一‐バ
リ
フ
ア
リ
ー
琉
餡
」

富
一齢
館
一鰤
生
、も
総
け
学
ぶ

車
い
す
の
利
用
者
で
も
着
や

す
い

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
善
物
」

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
東

京
都
狛
江
市
の
鈴
木
富
佐
江
さ

ん
（錦
）
ら
が
鯰
日
、
富
士
富
市

の
県
立
富
岳
館
高
校
を
訪
れ
、

福
祉
を
学
ぶ
高
校
生
ら
に
書
付

け
を
伝
授

し
た
。
市
内
在
住

で
、
体
の
障
害
で
普
段
車
い
す

を
使

っ
て
い
る
後
藤
正
子
さ
ん

（
“
）
が
モ
デ
ル
を
務
め
、
着
物

姿
を
初
体
験
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
轟
歳
の
時
に
脳

梗
塞
を
患
い
、
大
好
き
な
着
物

の
帯
が
結
べ
な
く
な

っ
た
。
自

ら
の
障
害
を
き

っ
か
け
に
、
帯

を
あ
ら
か
じ
め
結
ん
だ
形
に
し

て
締
め
る
な
ど
、
辛百
付
け
を
簡

略
化
し
た
善
物
を
考
案
。
全
国

を
回

っ
て
教
室
を
開
き
、
障
害

者
や
高
い
者
で
も
書
ら
れ
る
書

¨
の
普
■
に
努
め
て
き
た
。

こ
の
活
動
を
報
道
で
知

っ
た

富
岳
館
高
の
福
祉
担
当

ｏ
城
三

奈
教
諭
が
授
業
で
の
実
地
指
導

を
鈴
木
さ
ん
に
依
頼
し
た
。
市

身
体
障
害
者
福
社
会
を
通
じ
て

モ
デ
ル
役
を
頼
ま
れ
た
後
藤
さ

ん
は
１９
歳
の
時
、
ま
さ
に
成
人

式
の
着
物
を
選
ぼ
う
と
し
て
い

た
直
前
に
脳
幹
梗
塞
に
な
り
、

車
い
す
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
れ
以
来
、
着
物
に
袖

を
通
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
か

っ
た
。

１２
日
の
授
業
に
は
、
２
年
生

の
女
子
生
徒
１２
人
と
男
子
２
人

が
参
加
。
鈴
木
さ
ん
は
、
あ
ら

か
じ
め
帯
を
取
り
付
け
た
着
物

を
車
い
す
に
敷
い
た
う
え
で
後

藤
さ
ん
に
座

っ
て
も
ら
い
、
着

付
け
を
実
演
し
た
。
そ
の
後
、

生
徒
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
男
女
用

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
着
物
を
鈴
木
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高
校
生
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
着
物
を
着
せ
る
鈴
木
富
佐
江
さ
ん

（手

前
左
Ｙ
。
手
前
右
は
後
藤
正
子
さ
ん
＝
富
士
富
市
の
富
岳
館
高
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6～ 12時 降水確率 12～ 13時
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さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間

ら
４
人
に
着
せ
て
も
ら
い
、
手

順
を
体
験
し
た
。

城
教
諭
は

「介
護
の
道
に
進

む
生
徒
も
多
く
、
仕
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
後
藤

さ
ん
に
同
伴
し
た
母
の
栄
子
さ

ん

（
％
）
は

「
一
度
は
着
物
を
着

せ

て

や

り

た

い

と

思

っ
て

い

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
」
と
喜

ん

で
い
た
。
　

（六
分

一
真
史
）

災害 入工衛星で安否確議

内閣府が進める人工衛星を使った災害時の

安否確認サ守ビスの運用説明会が12日 、磐田

市であり、県西部の自治体の防災担当者が出

席した。

衛星安否確認サービスは避難者の名前や生

年月日、けがの有無などの情報を、専用アプ

リをダウンロードしたスマートフォンから衛

星「みちびき」を経由して集積する。電話や

インタ∵ネットの回線が使えない状況でも利

用できることが特徴でく
―‐
歯や他都道府県との

情報共有もできる。

県内で試行への参加を希望したのは、今回

担当者が出席した浜松ヽ掛川、御前崎の 3市

のほか、沼津、伊豆の国、下日、小山、西伊

浜
松
・５
人
死
傷

無
罪
判
決
確
定

へ

浜
松
市
中
区
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
に
車
で
突

っ
込
み
、

１
人
を
殺
害
、
４
人
に
け
が
を

さ
せ
た
と
し
て
市
内
の
女
性
被

告

（３６
）
が
殺
人
な
ど
の
罪
に
問

わ
れ
た
事
件
で
、
被
告
を
無
罪

と
し
た
東
京
高
裁
判
決
が
確
定

す
る
。
検
察
側
が
期
限
の
１２
日

ま
で
に
上
告
し
な
い
と
明
ら
か

に
し
た
。
東
京
高
検
の
久
木
元

伸

。
次
席
検
事
は

「様

々
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
が
、
適
法
な

上
告
理
由
が
見
い
だ
せ
な
か

，・っ

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。　
　
一

被
告
は
２
０
１
５
年
５
月
、一

赤
信
号
の
交
差
点
で
乗
用
車
を

急
発
進
さ
せ
、
横
断
中
の
女
性

．
（当
時

‐
３１
）
を
殺
害
、
そ
の
夫

や
子
ど
も
ら
４
人
に
け
が
を
さ，

せ
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。　
一

審

・
静
岡
地
裁
浜
松
支
部
の
裁

判
員
裁
判
は
懲
役
８
年
と
し
た

が

、
先
月

２９
日
の
高
裁
判
決

は
、
統
合
失
調
症
の
悪
化
で
罪

に
問
え
な
い
心
神
喪
失
に
陥

，

て
い
た
と
判
断
し
た
。
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．
卜

一　
　
　
一

‐
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ｈ
¨
一
川

で
き
な
く
な
っ
ニ

を
動
か
し
て
徐
た

日
ま
で
に
日
量
″

に
な
り
、
全
世
世

る
よ
う
に
な
っ
ら

要
時
に
は
不
足
一

め
、
節
水
を
呼
か

土
砂
に
埋
ま
‥

い

も
急
ぐ
が
、
周
珈

お
り
、
見
通
し
い

目
生
徒
６４
人

県
教
育
委
員
〈

井
商
業
高
の
女

（４０
代
）
が
、
一

卜
の
点
数
な
ど
（

た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
・．

発
表
し
た
。

高
校
教
育
課
レ

師
は
今
月
９
日
】

６
日
に
使
用
し
一

コ
ン
周
辺
な
ど
彙

か
ら
な
か
っ
た
。

徒
や
保
護
者
に
熱

個
人
情
報
を
私
』

す
る
に
は
校
長
（

女
性
講
師
は
許
一

っ
た
。
同
校
で
い

教
諭
が
個
人
情
“


